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本
書
は
、
筆
者
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
、
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
期
に
及
ぶ
三
河
吉
良
氏
と
、
西
尾
市
域
に
関
わ
る
中
世
後
期
政
治

史
の
既
発
表
論
文
を
『
中
世
後
期
三
河
吉
良
氏
の
研
究
』
と
題
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

三
河
吉
良
氏
の
研
究
は
、
荻
野
三
七
彦
氏
の
『
吉
良
氏
の
研
究
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
五
年
）を
嚆
矢
と
し
、
北
原
正
夫
氏
の
「
室
町
期

三
河
吉
良
氏
の
一
研
究
」（『
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会
歴
史
研
究
』
二
七
・
二
八
、
一
九
八
三
年
）が
一
つ
の
到
達
点
と
な
っ
た
。
そ
の
の
ち

北
村
和
宏
氏
の
「
吉
良
義
尚
・
吉
良
義
元
小
考
」（『
歴
史
研
究
』
五
、
三
河
遠
江
史
的
研
究
会
、
一
九
九
〇
年
）の
部
分
的
批
判
は
み
ら
れ
た

も
の
の
、
一
九
九
九
年
刊
行
の
『
吉
良
町
史 

中
世
後
期 

近
世
』（
吉
良
町
史
編
さ
ん
委
員
会
）も
基
本
的
に
北
原
氏
の
論
文
に
沿
っ
て
お

り
、
三
河
吉
良
氏
政
治
史
の
通
説
と
化
し
て
い
た
。

　

し
か
し
二
〇
〇
九
年
に
谷
口
雄
太
氏（
当
時
東
京
大
学
大
学
院
生
）が
修
士
論
文
「
中
世
吉
良
氏
の
研
究
」
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
三
河

吉
良
氏
の
政
治
史
研
究
は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
と
い
え
る
。
以
後
、
そ
の
驥
尾
に
付
す
か
た
ち
で
、
筆
者
も
「
天
文
・
弘
治
年
間
の

三
河
吉
良
氏
」「﹁
東
条
殿
﹂
の
系
譜
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」
な
ど
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
五
年
に
吉
良

氏
八
〇
〇
年
祭
準
備
委
員
会（
の
ち
西
尾
市
と
の
共
同
で
実
行
委
員
会
に
昇
格
）が
西
尾
市
で
発
足
し
、
特
別
記
念
講
演
会
に
小
和
田
哲
男

氏
・
大
石
泰
史
氏
・
平
野
明
夫
氏
・
呉
座
勇
一
氏
・
本
多
隆
成
氏
、
及
び
長
村
祥
知
氏
の
諸
氏
を
招
聘
し
た
。
こ
の
う
ち
大
石
泰
史
氏
・

本
多
隆
成
氏
が
、
戦
国
期
の
三
河
吉
良
氏
に
係
る
論
文
を
『
戦
国
史
研
究
』
及
び
『
静
岡
県
地
域
史
研
究
』
に
発
表
し
た
こ
と
で
、
三
河

吉
良
氏
の
研
究
の
裾
野
が
拡
大
し
た
。

　

そ
し
て
新
た
な
史
料
の
発
掘
と
史
料
解
釈
の
見
直
し
を
行
い
、
山
田
邦
明
氏
を
部
会
長
と
す
る
新
編
西
尾
市
史
編
纂
室
中
世
部
会
が
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考
察
」）

補
論
1　
「
文
献
か
ら
見
た
西
尾
城
」（『
西
尾
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

西
条
城
か
ら
西
尾
城
』
西
尾
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）

補
論
2　
「
中
世
後
期
に
お
け
る
三
河
吉
良
氏
の
政
治
的
位
置
」（『
地
方
史
研
究
』
六
五
巻
四
号
、
二
〇
一
五
年
。
原
題
「
中
世
後
期
に
お
け
る

三
河
吉
良
氏
の
政
治
的
地
位
─
そ
の
序
論
と
し
て
─
」）

第
三
章　
「
江
戸
前
期
に
成
立
し
た
二
本
の
三
河
吉
良
氏
系
図
」（『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』
五
号
、
二
〇
一
九
年
。
原
題
「
江
戸
前
期
に
成
立
し

た
二
本
の
三
河
吉
良
氏
系
図
に
つ
い
て
」）

第
四
章　
「﹁
堯
雲
寺
記
﹂
の
復
元
と
そ
の
内
容
の
一
考
察
」（『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』
六
号
、
二
〇
二
〇
年
。
原
題
「﹁
堯
雲
寺
記
﹂
の
復
元
と

そ
の
内
容
の
一
考
察
─
吉
良
上
野
介
義
定
母
の
出
自
─
」）

∧
第
三
部　

西
尾
市
域
周
辺
の
在
地
領
主
∨

第
一
章　
「
東
条
松
平
氏
と
松
井
松
平
氏
」（『
西
尾
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第
21
集 

旧
法
応
寺
墓
所
』
西
尾
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一

三
年
）

第
二
章　
「
西
尾
城
代
酒
井
政
家
」（『
研
究
論
集 

歴
史
と
文
化
』
六
号
、
歴
史
と
文
化
の
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
。
原
題
「
三
河
松
平
家
臣
酒
井

政
家
の
系
譜
と
動
向
」）

第
三
章　
「
高
天
神
城
石
牢
の
大
河
内
氏
」（『
小
和
田
哲
男
先
生
古
希
記
念
論
集 

戦
国
武
将
と
城
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

第
四
章　
「
関
東
代
官
頭
大
河
内
秀
綱
」（『
日
本
中
近
世
の
権
力
と
社
会
』
歴
史
と
文
化
の
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
。
原
題
「
関
東
代
官
大
河
内

秀
綱
の
基
礎
的
研
究
」）

第
五
章　
「
徳
川
氏
奉
行
人
板
倉
勝
重
」（『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』
一
号
、
二
〇
一
五
年
。
原
題
「
江
戸
幕
府
初
代
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
の
出

自
と
登
用
」）

『
新
編
西
尾
市
史
資
料
編
2 

古
代
・
中
世
』（
西
尾
市
、
二
〇
二
〇
年
）及
び
『
新
編
西
尾
市
史
通
史
編
1　

原
始
・
古
代
・
中
世
』（
西
尾

市
、
二
〇
二
二
年
）を
執
筆
・
刊
行
し
た
。
執
筆
者
の
一
人
に
名
を
連
ね
る
者
と
し
て
、
両
書
は
現
段
階
に
お
け
る
、
鎌
倉
期
か
ら
戦
国
期

に
か
け
て
の
三
河
吉
良
氏
の
研
究
成
果
の
集
大
成
と
い
え
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
こ
の
た
び
筆
者
が
過
去
に
執
筆
し
た
三
河
吉
良
氏
に
係
る
論
文
集
を
刊
行
す
る
の
は
、
屋
上
屋
を
架
す
感
は
否
め
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
①
筆
者
の
論
文
が
掲
出
さ
れ
た
媒
体
の
中
に
は
地
方
図
書
館
や
大
学
図
書
館
に
は
架
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
入

手
し
に
く
い
と
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
、
②
三
河
吉
良
氏
の
研
究
を
通
じ
て
筆
者
の
研
究
対
象
が
三
河
国
衆
及
び
地
侍
層
に
ま
で
拡
大

し
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
改
め
て
論
文
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
も
そ
れ
な
り
に
意
味
あ
る
も
の
と
考
え
直
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び

岩
田
書
院
か
ら
「
戦
国
史
研
究
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
し
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
読
者
諸
賢
の
ご
海
容
を
願
い
た
い
。

　

以
下
、
ま
ず
初
出
一
覧
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
本
書
の
内
容
構
成
を
示
す
。

初
出
一
覧

∧
第
一
部　

室
町
期
の
三
河
吉
良
氏
∨

第
一
章　
「
三
河
吉
良
氏
と
京
都
本
光
院
」（『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』
三
号
、
二
〇
一
七
年
）

第
二
章　
「﹁
東
条
殿
﹂
の
系
譜
と
動
向
」（『
西
尾
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2 

戦
国
時
代
の
西
尾
城
』
西
尾
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
。
原
題

「﹁
東
条
殿
﹂
の
系
譜
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」）

∧
第
二
部　

戦
国
期
の
三
河
吉
良
氏
∨

第
一
章　
「
天
文
・
弘
治
年
間
の
三
河
吉
良
氏
」（『
安
城
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
九
号
、
二
〇
一
二
年
）

第
二
章　
「
駿
遠
軍
中
衆
訴
状
の
研
究
」（『
静
岡
県
地
域
史
研
究
会
』
一
一
号
、
二
〇
二
一
年
。
原
題
「﹁
駿
遠
軍
中
衆
矢
文
写
﹂
に
つ
い
て
の
一
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本
書
各
部
各
章
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

∧
第
一
部　

室
町
期
三
河
吉
良
氏
∨

　

第
一
部
に
お
い
て
は
、
室
町
期
の
三
河
吉
良
氏
に
係
る
論
文
を
収
め
た
。
室
町
期
の
三
河
吉
良
氏
に
つ
い
て
は
、
既
に
北
原
正
夫
氏
及

び
谷
口
雄
太
氏
な
ど
に
よ
り
、
室
町
幕
府
の
儀
礼
的
秩
序
の
中
で
吉
良
氏
は
石
橋
氏
・
渋
川
氏
と
並
ぶ
「
三
家
」
に
列
し
、
足
利
一
門
の

中
で
も
最
高
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
、
三
家
当
主
の
兄
弟
は
将
軍
家
の
兄
弟
と
同
列
に
処
遇
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第

一
章
「
三
河
吉
良
氏
と
京
都
本
稿
院
」
は
、
こ
の
処
遇
が
吉
良
氏
当
主
の
姉
妹
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
、
吉
良
義
真
の
妹
本
光
院
秀
本
の
事

例
を
引
い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
章
「﹁
東
条
殿
﹂
の
系
譜
と
動
向
」
は
、
三
河
吉
良
氏
の
庶
流
で
同
じ
吉
良
を

名
字
と
し
た
吉
良
東
条
氏
歴
代
の
事
績
を
解
説
し
、
か
つ
吉
良
東
条
氏
が
室
町
幕
府
の
儀
礼
的
秩
序
の
中
で
、
吉
良
西
条
氏
と
ほ
ぼ
同
格

に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
本
稿
の
う
ち
東
西
吉
良
氏
の
抗
争
に
つ
き
、
谷
口
氏
か
ら
批
判
を
頂
い
た
の
で
、
同
論

文
末
に
【
追
記
】
を
記
し
た
。

∧
第
二
部　

戦
国
期
の
三
河
吉
良
氏
∨

　

第
二
部
に
お
い
て
は
、
戦
国
期
の
三
河
吉
良
氏
に
係
る
論
文
を
収
め
た
。
戦
国
期
の
三
河
吉
良
氏
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
一
次
史
料
が

ほ
と
ん
ど
残
存
し
な
い
と
い
う
制
約
か
ら
、
吉
良
氏
歴
代
当
主
の
人
物
比
定
に
つ
い
て
さ
え
も
諸
説
が
あ
っ
た
。

　

第
一
章
「
天
文
・
弘
治
年
間
の
三
河
吉
良
氏
」
は
、
こ
れ
ら
諸
説
あ
る
戦
国
期
の
吉
良
氏
歴
代
当
主
の
人
物
比
定
と
そ
の
事
績
に
つ

き
、
後
世
の
編
纂
物
で
あ
る
二
次
史
料
も
含
め
て
史
料
の
合
理
的
解
釈
を
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一
応
の
整
理
を
試
み
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
谷
口
氏
を
は
じ
め
、
大
石
泰
史
氏
及
び
本
多
隆
成
氏
か
ら
、
と
り
わ
け
弘
治
年
間
の
三
河
吉
良
氏
の
反
逆
の
主
因

に
つ
い
て
批
判
を
頂
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
論
文
末
に
【
追
記
】
を
記
し
て
、
必
要
な
範
囲
で
反
論
を
試
み
た
。
ま
た
筆
者
執
筆
部

分
の
『
新
編
西
尾
市
史 

通
史
編
1 

原
始
・
古
代
・
中
世
』
の
人
物
比
定
部
分
に
つ
き
、
当
該
論
稿
と
異
同
の
あ
る
理
由
に
つ
い
て
も
説

明
を
加
え
た
。

　

第
二
章
「
駿
遠
軍
中
衆
訴
状
の
研
究
」
は
、
従
来
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
、
あ
た
か
も
偽
文
書
扱
い
さ
れ
て
い
た
「
駿
遠
軍
中
衆

矢
文
写
」
を
、
書
誌
学
的
研
究
及
び
書
札
礼
研
究
の
両
面
か
ら
検
討
し
、
信
用
で
き
る
文
書
で
あ
る
と
判
断
し
、
か
つ
そ
の
内
容
を
再
検

証
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
「
天
文
・
弘
治
年
間
の
三
河
吉
良
氏
」
に
お
い
て
は
、
当
該
文
書
が
真
正
文
書
で
あ
る
こ
と
を
所
与
の
も
の

と
し
て
論
じ
て
い
た
た
め
、
そ
の
根
拠
を
示
す
よ
う
に
諸
賢
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
の
に
応
え
た
論
考
で
あ
る
。
本
論
文
掲
出
後
に
村
岡

幹
生
氏
か
ら
主
張
趣
旨
の
相
違
に
つ
き
批
判
を
頂
い
た
の
で
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
気
が
つ
い
た
史
料
と
と
も
に
【
追
記
】
を
記

し
た
。

　

補
論
1
「
文
献
か
ら
見
た
西
尾
城
」
と
同
2
「
中
世
後
期
に
お
け
る
三
河
吉
良
氏
の
政
治
的
位
置
」
は
、「
天
文
・
弘
治
年
間
の
三
河

吉
良
氏
」
の
補
論
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
吉
良
西
条
氏
の
居
城
と
さ
れ
る
西
尾
城
と
そ
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
西
尾
市

上
町
の
方
形
居
館
の
存
在
に
つ
き
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
戦
国
期
に
お
け
る
三
河
吉
良
氏
の
駿
河
今
川
氏
に
対
す
る
二
度
の
反
逆
行
為

の
戦
闘
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
三
河
吉
良
氏
最
後
の
当
主
義
昭
が
三
河
国
を
出
奔
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
三
河
国
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
政
治
的
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
、
吉
良
氏
を
三
河
国
主
に
擬
す
る
私
論
を
補
強
す
る
も
の
と
し

て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
江
戸
前
期
に
成
立
し
た
二
本
の
三
河
吉
良
氏
系
図
」
は
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
寄
託
の
大
河
内
文
書
中
の
「
吉
良
家
系
図
」

と
、
広
島
大
学
所
蔵
の
「
今
川
史
料
」
の
中
の
吉
良
氏
の
系
図
に
つ
き
、
翻
刻
・
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
発
表
当
時
の
新
出

の
系
図
史
料
で
、
前
者
は
周
知
の
養
寿
寺
本
吉
良
系
図
の
底
本
と
な
る
系
図
と
考
え
ら
れ
、
後
者
は
吉
良
氏
の
庶
流
で
か
つ
女
縁
の
あ
る

高
家
衆
今
川
範
英（
更
名
直
房
）が
著
し
た
吉
良
東
条
氏
を
中
心
と
し
た
系
図
の
案
文
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
両
者
の
系
図
の
記
述
に
は
、
と
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り
わ
け
戦
国
期
の
内
容
に
お
い
て
異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
江
戸
前
期
に
お
い
て
、
戦
国
期
の
三
河
吉
良
氏
の
事
績
が
正
し

く
伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
「﹁
堯
雲
寺
記
﹂
の
復
元
と
そ
の
内
容
の
一
考
察
」
は
、
今
ま
で
完
本
が
存
在
し
な
か
っ
た
「
堯
雲
寺
記
」
案
文
を
発
見
し
、

そ
の
全
文
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
通
説
と
さ
れ
て
い
た
三
河
松
平
氏
出
自
の
俊
継
尼
に
よ
る
吉
良
氏
再
興
の
伝
承
に
つ
き
再
考
察
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
吉
良
氏
再
興
の
経
緯
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
整
合
性
の
あ
る
諸
説
が
存
在
す
る
こ
と
、
俊
継
尼
に
よ
る
再

興
説
が
江
戸
期
の
吉
良
氏
の
公
式
見
解
と
な
っ
た
の
は
、
将
軍
家
の
先
祖
で
あ
る
三
河
松
平
氏
と
の
所
縁
を
説
く
こ
と
が
幕
藩
体
制
下
に

お
い
て
有
益
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
五
章
「
吉
良
義
定
と
吉
良
氏
再
興
」
は
新
稿
で
あ
る
が
、
前
稿
「
江
戸
前
期
に
成
立
し
た
二
本
の
三
河
吉
良
氏
系
図
」
及
び
「「
堯

雲
寺
記
」
の
復
元
と
そ
の
内
容
の
一
考
察
」
の
補
論
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
徳
川
家
康
が
吉
良
氏
と
そ
の
庶
流
の
今
川
氏
を
庇
護
し

て
縁
戚
関
係
を
結
ば
せ
、
結
果
と
し
て
家
康
の
将
軍
任
官
へ
の
手
続
き
と
二
代
将
軍
秀
忠
の
昇
殿
に
携
わ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
将
軍

家
権
威
の
確
立
に
両
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
脱
稿
後
に
気
が
つ
い
た
史
料
に
つ
き
【
追
記
】
を
記

し
た
。

∧
第
三
部　

西
尾
市
域
周
辺
の
在
地
領
主
∨

　

第
三
部
に
お
い
て
は
、
西
尾
市
域
周
辺
及
び
吉
良
氏
に
関
わ
る
国
衆
及
び
地
侍
に
係
る
論
文
を
収
め
た
。

　

第
一
章
「
東
条
松
平
氏
と
松
井
松
平
氏
」
は
、
当
初
は
碧
海
荘
青
野
郷
を
本
貫
地
と
し
た
青
野
松
平
氏（
東
条
城
に
入
っ
て
か
ら
は
東
条

松
平
氏
）と
、
吉
良
荘
饗
庭
郷
を
出
自
と
す
る
松
井
松
平
氏
の
先
祖
と
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
青
野
松
平
氏

に
は
「
観
泉
寺
文
書
」
が
、
松
井
松
平
氏
に
は
「
松
井
家
文
書
」
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
お
り
、
前
者
に
は
優
れ
た
先
行
研
究
が
多
く
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
祖
の
探
究
と
系
譜
の
復
元
を
試
み
た
論
考
に
は
類
例
が
な
い
。

　

第
二
章
「
西
尾
城
代
酒
井
政
家
」
は
、
徳
川
家
康
が
初
め
て
城
代
に
任
じ
た
家
臣
で
あ
る
酒
井
政
家
が
、
伊
勢
国
白
子
の
豪
商
角
屋
家

と
も
交
易
し
た
有
力
百
姓
の
出
自
で
、
岡
崎
松
平
氏
の
奉
行
人
と
し
て
広
忠
に
登
用
さ
れ
、
広
忠
の
子
家
康
に
も
重
用
さ
れ
て
吉
良
荘
西

条
領
内
の
在
地
支
配
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
掲
出
後
に
本
文
引
用
史
料
の
判
読
を
一
部
改
め
、
そ
の
後
気
が
つ
い
た
史

料
に
つ
き
批
判
を
加
え
た
【
追
記
】
を
記
し
た
。

　

第
三
章
「
高
天
神
城
石
牢
の
大
河
内
氏
」
と
第
四
章
「
関
東
代
官
頭
大
河
内
秀
綱
」
は
、
吉
良
荘
寺
津
郷
な
ど
を
本
貫
地
と
す
る
吉
良

氏
被
官
大
河
内
氏
の
先
祖
と
系
譜
に
つ
き
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
遠
江
国
と
駿
河
国
に
進
出
し
た
大
河
内
氏
に
つ
き
考
察

し
、
後
者
は
、
本
貫
地
で
あ
る
寺
津
大
河
内
氏
を
江
戸
期
に
ま
で
継
承
さ
せ
た
中
興
の
祖
と
い
う
べ
き
大
河
内
秀
綱
の
生
涯
を
辿
っ
た
論

考
で
あ
る
。
前
者
は
【
追
記
】
と
し
て
、
駿
河
大
河
内
氏
の
子
孫
が
水
戸
徳
川
藩
士
と
し
て
存
続
し
、
寺
津
大
河
内
氏
の
子
孫
で
あ
る
大

河
内
松
平
氏
と
親
交
を
持
っ
た
こ
と
を
記
し
た
。

　

第
五
章
「
徳
川
氏
奉
行
人
板
倉
勝
重
」
は
、
江
戸
幕
府
の
初
代
京
都
所
司
代
と
な
っ
た
板
倉
勝
重
の
家
に
つ
い
て
、
本
姓
が
平
氏
で
あ

り
、
足
利
氏
の
根
本
被
官
の
家
筋
で
、
室
町
期
・
戦
国
期
を
通
じ
て
足
利
一
門
「
三
家
」
の
一
つ
で
あ
る
渋
川
氏
の
有
力
被
官
と
し
て
活

動
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

な
お
、
既
発
表
稿
に
つ
い
て
、
引
用
史
料
に
お
け
る
異
体
字
や
旧
字
体
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
初
出
翻
刻
時
の
誤
記
・
誤
読
に
つ
い
て

は
訂
正
を
施
し
た
。
そ
し
て
必
要
に
応
じ
て
、
掲
出
し
た
写
真
・
図
版
を
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
史
料
名
に
つ
い
て
は
表
記
を
統

一
し
た
。
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